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申込み方法
１.所属先、2.氏名、3.連絡先を書いて、下記連絡先までお申込みください

ESD/ユネスコスクール・東北コンソーシアムは、宮城教育大学が文部科
学省の事業として2014年に設立し、 東北地方のESD/SDGs推進のた
めに、積極的に活動しています。http://xs269206.xsrv.jp/touhoku/

第2回セミナーは東北大学 谷口和也先生代表・科学研究費補助金事業
「バーチャルな世界で育成される市民性に関する理論的・実証的研究」と
協働し、メタバース、海洋プラスチックごみ、国際協働学習などをテーマ
としながら、以下のような内容で、セミナーを開催します。

主催 ESD/ユネスコスクール・東北コンソーシアム

共催 東北地方ESD活動支援センター

申し込み先 ESD/ユネスコスクール・東北コンソーシアム事務補佐員（鈴木）

メール rikako.suzuki.u5@staff.miyakyo-u.ac.jp

TEL＆FAX 022-214-3381

日時 202２年10月１日（土） 13:00～15:30
会場 仙台駅前HUMOS5ビル８階会議室

対面型で行うとともにオンラインでハイブリッド開催
プログラム
1.ディスカッション：メタバースを授業実践・探究活動に活用する方法を考える

株式会社 メタバース・world ＆ NPO法人海族DMC  代表 太見洋介

２.講演：学校実践において海洋プラスチックごみへの取組を深める
「海洋プラゴミゼロプロジェクト実行委員会 気仙沼市立条南中学校 谷山知宏

３.東北地方各地域団体からの活動リフレクション
自然環境・地域文化をテーマとした探究学習と国際協働学習
「蜘蛛の巣を飛び回る蜘蛛になる」
尚絅学院大学総合人間科学研究機構客員研究員 海藤節生

４. 教員による本年度の実践発表
ホールスクールでESDに取り組む―妙高市立斐太北小の実践（仮）
妙高市立斐太北小学校校長 飯塚教裕・佐藤仁

＊教員・学校・相互の取組にコメントしながら、活動の活性化を図ります。

http://xs269206.xsrv.jp/touhoku/
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